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解析学の中⼼課題である微分⽅程式の研究と他分野との連携を図ることが研究の中⼼で，以下のテーマで研究
している．
・シュレーディンガー⽅程式の解の新しい計算法
・感染症の数理モデルによる，感染症流⾏動態の解明
・数学的逆問題の他分野への応⽤

数学の１分野である解析学を他分野へ応⽤することが⽬的である．

波束変換によるシュレーディンガー⽅程式の解の数値計算

波束変換

時間発展

逆変換

波束変換を経由して時間発展し元に戻すことによりシュレーディンガー⽅程式の解を求める⽅法

加藤らの研究により，解の波束変換の時間発展がわかっている．
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・シュレーディンガー⽅程式の数値計算
現在得られている数値計算スキームをブラッシュアップして⻑時間安定かつ効率的なものにし，具体的な計算を⾏
うこと．

・感染症の数理モデル
移流を考慮した⽅程式の解析や spreading speed の評価などの精密な解析を⾏うこと．
感染症の再感染を考慮した SIS, SIRS などの⽅程式系へ応⽤すること．
中⻑期の流⾏を⾒るために，個体の出⽣と死亡を考慮した場合の解析を⾏うこと．
感染個体に加えて，感受性個体の拡散も考慮して，進⾏波の存在と⾮存在の解析を⾏うこと．

・数学的逆問題の応⽤
３次元の⻲裂の問題についての考察を⾏うこと．
実際のデータを⽤いた解析を⾏うこと．
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ポテンシャルが-a2 sech(a2(x-b))場合の計算例

ポテンシャル 初期値の波束変換 t=0
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波束変換とは？

関数fをxの近くで局所化し，フーリエ変換すること

これをyについてフーリエ変換したものが波束変換
波束変換は位置xと周波数の変数kを持つ
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